
 

 

会  議  録 

会議の名称 令和５年度 第２回坂戸市立図書館協議会 

開催日時 令和５年１０月２６日（木） 

午後３時３０分 開会  午後４時２５分 閉会 

開催場所 坂戸市立中央図書館 ２階 視聴覚室 

議長（委員長・会長）の

氏名 

委員長 石橋 妙子 

出席者（委員）の氏名・

出席者数 

寺山 楓  田中 誠一  石橋 妙子  高山 かつ子   

鴨 由美 貝瀬 由己子  志賀 康子 髙橋 好次郎   

関口 千登世 

                           ９名 

欠席者（委員）の氏名・

欠席者数 

なし 

事務局職員の職・氏名 館長 勝俣 敦 課長補佐 植木 昌美 主任 久保 彰子 

                  ３名 

会 議 次 第 １ 開会 

２ 委員長挨拶 

３ 報告事項 

（１）令和５年度第２四半期利用状況について 

（２）令和５年度第２四半期実施事業報告について 

（３）令和５年度第３四半期実施予定事業について 

４ その他 

５ 閉会 

 

配布資料 【事前配布】 

・令和５年度第２回坂戸市立図書館協議会次第 

・令和５年度第２回坂戸市立図書館協議会資料 

・令和５年度第２回坂戸市立図書館協議会資料の概要 

 

【当日配付】 

・坂戸市立図書館協議会委員名簿 

・秋の図書館まつり 

・第 20回坂戸市芸術文化祭 

・城西大学水田記念図書館報「Book Mark」vol.165他 

 



会  議  録 

 議  事  の  経  過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

各委員 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

委員長 

 

委員 

 

 

委員長 

 

１ 開会  

出席者９名。図書館協議会運営規則第４条第１項の規定により過半数に

達しているため、会議の成立を報告する。 

 

それでは、議事に入る前に、傍聴の関係でお諮りする。ただ今、１名の

傍聴希望者があるが、傍聴を許可することとしてよろしいか。 

 

異議なし 

 

傍聴人入室 

 

２ あいさつ 

 

３ 報告事項 

（１）令和５年度第２四半期利用状況について 

 

事務局説明 

 

意見、質問を求める。 

 

意見、質問なし 

 

（２）令和５年度第２四半期実施事業報告について 

 

事務局説明 

 

意見、質問を求める。 

 

 手作り絵本製本教室の作品を持参しているのでご覧いただきたい。 

 

９組の親子が参加されたようだが、全員完成されたのか。 

 

絵が一部できていない方がいたかも知れないが、後で加筆しても構わな

いので概ね完成したものと思う。 

 

 図書館１階に展示等しないのか。 

 



事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員長  

 

事務局 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 各自、夏休みの宿題として持ち帰っているので展示の予定はない。 

 

 是非、どんな作品を作ったのか見てみたいと思った。 

 

 事業報告でいろいろな取組みをされている中で、小さいお子さんが参加

されることが多いと思うが、リピーターの方が多いのか、新しい方が多い

のか。 

  

 小さい子のおはなし会については、リピーターと初めての方と半々くら

いの参加かと思う。 

 リピーターの方は、先程説明があったとおり、友達を作りたいから次回

もとなるし、話を聞いて行ってみようか、という感じの方もいるので、半々

くらいなのかな、という感じである。 

 

 コロナが落ち着いてきて、いろいろな行事に参加が可能となった。 

 

 昨年の第１四半期の報告と見比べても、事業数は増えて来ている。この

ため、子ども向けの事業も毎週開催できるようになった。コロナ禍明けで

幅広く今までと同じようなスタイルで実施ができるようになって来て、お

かげ様で皆さんが戻って来てくれているような雰囲気は感じ取れるよう

になった。 

 

 今年の夏はいつまでも暑さが残り、この報告書をもらう前は参加者は少

ないのではないか、と心配していたが、参加人数は殆ど変わらないし、事

業によっては増えている。工夫された点があればお聞きしたい。 

  

 事業等については、今までコロナの件があったので、申込みをしてくだ

さい、と言った事業が多かったが、それを無しに戻した。子どもたちにも

ＰＲさせてもらったので、気軽に足を運んでいただけたのではないか、と

考えている。ただ、１ページの貸出状況を見ると、若干本の貸出数が減っ

たりしているが、これは皆さんが外に出掛ける機会が増えて来たためでは

ないかと思う。 

 あと、この半年くらいお父さんが子どもたちを連れて来てくれる姿が多

くなったようにも感じる。今までにあまりない姿だったという話を聞い

た。コロナ禍でお父さん方の仕事のやり方等が変わって来て、ご自宅にい

る時間も増えて来ていて、子どもと一緒に図書館に行って見ようか、とい

うことも始まり出したのではないか。 

 

 土曜日におはなしの会に来たことがあったが、その時はお父さんがお母

さんより多かったかと思う。 

 



委員長 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今は、二人で子どもを育てよう、という風潮がどこも多くなったように

思う。 

 

 働き方が変わり、在宅で仕事をするという方も増えて来た。お父さんも

お家にいられれば子どもたちの面倒をみられるし、男性の育児に対する意

識も変わって来ているように思う。 

 

（３）令和５年度第３四半期実施予定事業について 

  

事務局説明 

 

意見、質問を求める。 

 

沢山の事業を計画されている。質問と提案をさせていただくが、坂戸市

文化団体連合会について、文化会館のホワイエで特別展示をされるようで

あるが、図書館が中心の展示なのか、共同ということなのか。 

 

今回も文化団体連合会からお話をいただき、今年は文化かるたについて

の展示の企画で考えている。是非、足を運んでいただきたい。 

 

 日程はいつか。 

 

 １１月１７日（金）から１９日（日）まで。お手元にちらしを置かせて

させていただいている。 

 

 他の団体の方でもアウトリーチではないが出張し、皆さんに見ていただ

けることはとても良い。楽しみにしている。 

前回も話の中で、図書館だよりの発行は難しい、と言うことはわかって

おり過去の内容を拝見し、ボランティアの方がしっかり作られており、そ

れがアーカイブにもなって貴重なものとなっている。図書館だよりの発行

が難しいようであれば、例えばホームページに紹介という形で、自分が思

っているのは、今度、地域交流センターに変わっていく時に恐らく分館も

セットである所や今までの分館とは変わらない、と聞いているが更に活用

していくために分館の紹介であったり、保育園や学校図書館を、例えば学

校であれば、学校の子どもたちに、うちの学校図書館はここが推しです、

等のＰＲをしてもらう記事自体はそこの学校図書館に書いてもらう、とい

ったものを一気に行うのではなく、コンスタントにやってもいいし、自身

が学童にいた時は、学童保育にも図書コーナーもあったり、カフェ等にも

あったりするので、坂戸市内で本に触れられる場所の紹介であったり、そ

れが蓄積になって、そこで例えばこういうボランティアをしている、とい

うことも紹介できるし、中央図書館のボランティアについても一緒に紹介



 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 
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委員長 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

できるといいし、市民の方でやっている方がいたら、一番作りやすいのは

ホームページではないか。紙面になると文字の校正等が難しいのでないか

と思われる。市民目線というか、市民の方が作るイメージである。 

 

図書館だよりの発行予定状況と、今言われたようなホームページでの街

かど図書館的なＰＲやホームページの作成について、よろしくお願いした

い。 

 

現状、休刊となっているので今後に向けて準備をしていきたいと思って

いる。本日お越しいただいている関口先生には、城西大学さんからも協力

できる旨のお言葉をいただいているので、今お話しいただいたことも含め

て、みなさんに楽しんでいただけるようなものが提供できるように準備を

進めていけるようにしたい。私どもの職員についても、月１回の全体の打

合せの際も話題にしているが、もう少しお時間をいただき、喜んでいただ

けるようなものなるように努めて参りたいと考えている。 

 

事業計画ができているので、３か月スパンのスケジュールも見通せる

と、お母さんたちにも予定が立てやすいのではないか。難しい、無理な内

容ではないと思う。 

 

他にありますか。 

 

脳がいきいき大人の折り紙教室は、どれくらいの参加者がいたのか。 

 

 ２０名の方が参加、昨年はポチ袋をやったが今年は寿鶴というお正月用

の羽が生えた鶴を作る計画であった。一番最初に鶴の折り方の基本をやっ

てから、このように素敵なものが出来ますよ、とやっていただいた。昨年

よりも皆さんが慣れているのかなと参加される方を見ていたが、昨年来た

方が少なくて新しい方が多かったが、寿鶴は鶴、子どもの時に折っていた

鶴の延長上なので、時間も掛からずに皆さんとてもきれいに作ってくれ

て、図書館の方でも大分奮発してくれて、普通は和紙の折り紙でやるつも

りでいたが、折角だから後ろが赤で前が金の１５センチの折り紙を頑張っ

て用意しましたから、と言ってもらった。折っていただいて結構ですよ、

と言ったら「線を付けてしまうと何にもならないので、家に帰ってからゆ

っくりやります」と言うことで、３枚くらい練習してもらった。わからな

かったら、下に小林一夫さんの本があるのでそれを見てください、とお願

いした。大人用で図書館にこのような本があるか、と言われたので、あり

ます、と話した。 

 

 ありがとうございます。 

 



委員長 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 
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委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校図書館の図書館事情についてはいかがでしょうか。 

 

本校は、１０月から１１月初旬に掛けて読書月間ということで、読書に

取り組みましょう、ということで読書委員会の委員も呼び掛けてくれてい

る。普段本を読まない児童も読んでくれている。貸出し冊数も、毎年この

時期は多くなっている。秋は多いように感じる。 

 

他に何かありますか。 

無いようですので、（４）その他について 

 委員の皆様から何かありますか。情報共有できるものや懸案等お願いし

たい。 

 

 図書館を使った調べる学習コンクールの講座をさせていただいて、お子

さんたちの参加人数が思っていたより少なかったが、逆に少なかったから

１対１でお子さんについて、テーマを決めるところから本を探したりまと

めたり、子どもたちに付いて出来たことが、学生たちも小学生のお子さん

に伝える方法を自分なりに工夫することを学ぶこともあったので、学生た

ちは来年もやる気になっている。 

 

 引き続きよろしくお願いしたい。他のことも御協力いただければと思

う。 

 

 先ほどの図書館だよりの件について、教員に聞いてみたが「何でもやり

ますよ」と言っていたので協力できるものと思う。 

 

 大変心強くありがたい。 

  

 事務局は何かありますか。 

 

 一つ目は、１１月１日から令和６年１月３１日まで大家公民館の空調工

事が入ることになった。そのため期間中、大家分館は臨時休館となる。大

家分館所蔵の本の貸出についても併せて出来なくなる。これらについて

は、ホームページ等でご案内している。 

 二つ目は、先程、関口先生からお話があったように、調べる学習コンク

ールについて、城西大学の学生アドバイザーの皆さんにお力添えをいただ

き、有意義な時間となった。引き続き、より発展するような形で実施出来

るように準備をしていきたいと思う。昨年に比べ応募作品が若干減った

が、中身は大分濃いものになったと感じた。 

 なお、１０月１９日に本日お越しいただいている関口先生、寺山先生、

高山さんのお力添えをいただき審査会を実施している。６作品を選び、そ

のうちの最上位作品につきまして、全国コンクールに推薦するように準備
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

を進めていく。 

次に、１１月１２日（日）に図書館まつりを午前９時３０分から午後１

時まで開催する。春の時も大分賑わっていたので今回もその辺りを見越し

ているが、皆様方もお時間がありましたら足を運んでいただけたらと思っ

ている。 

 また、１１月１７日から１９日までの３日間、「坂戸市芸術文化祭」が

開催されるが、今回は、坂戸の文化かるたについて展示させていただく予

定となっている。先般、紙芝居の録画等もしており、エンドレスで流しな

がら御紹介出来たらなと考えている。こちらにつきましても、お時間があ

りましたら是非足を運んでみていただきたい。諸般の事情により、職員が

無人の時間も多々あるかも知れないが、エンドレスのテープで流しながら

やりたいと思うので、ご承知おきいただけたらと思う。 

 

 文化かるたは展示だけで実演はないのか。来た人たちでかるた大会をす

るのはいかがか。 

 

 それは難しい。 

 他になければ、閉会とさせていただく。 

 

（傍聴者退席） 

 

◆ 城西大学からの提供資料 

・城西大学水田記念図書館報「Book Mark」vol.165 

・地域連携活動発表会 

・薬学部５０周年記念 薬用植物図鑑 

・第２１回ＭＯＡ美術館坂戸・鶴ヶ島児童作品展 

 ・ＪＯＳＡＩコラーゲンようかん 

 

副委員長あいさつ 

 

６ 閉会 

 

※第３回の協議会は、１月下旬の開催を予定 

 

 

 

 

 

 

 

 


